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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（１４）に固定された第１の要素（１２）と、さらに別の可動要素（３６）
と、これらの二つの要素（１２、３６）の間に配設したシール（５６）とを備え、そのシ
ールが周囲環境（１８）から時計の内部空間（１６）を区画する、時計用安全弁（１０）
であって、
　前記シール（５６）が、基礎領域（７０）と回転対称なリップ（５８）を備えるリップ
・シールであり、
　前記基礎領域（７０）は、前記二つの要素（１２、３６）の前記別の可動要素（３６）
に固定的に配設され、
　前記リップ（５８）が、前記二つの要素（１２、３６）の前記第１の要素（１２）のシ
リンダ・ジャケット形状面領域（２９）に接触し、
　前記基礎領域（７０）から延び、周囲環境（１８）の方向に面した前記リップ（５８）
が、前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２９）まで円錐状に延び、予張力がかかった
状態でその領域に接触して、
　さらに追加のシール（４４）を備え、
　さらに別の可動要素（３６）が、ピストンであって、このピストンが、ハウジングに固
定された前記第１の要素（１２）に対して、少なくとも一本の軸（１１）の方向に変位可
能であり、前記ピストンに前記基礎領域（７０）が固定してあり、前記ピストン（３６）
が、さらに前記追加のシール（４４）を圧縮でき、
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　内部空間の圧力が過剰である場合に、内部空間（１６）と周囲環境（１８）との圧力差
を調整するように前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２９）から離脱し、
　周囲環境の圧力が過剰である場合に、前記周囲環境（１８）に対して前記内部空間（１
６）を封止するように前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２９）に対してさらに強く
押圧されることを特徴とする安全弁。
【請求項２】
　前記リップ（５８）が二つの回転対称面領域（６０、６６）を備え、第一の回転対称面
領域（６０）が時計の内部空間（１６）に面し、第二の回転対称面領域（６６）が前記周
囲環境（１８）と接触していることを特徴とする請求項１に記載の安全弁。
【請求項３】
　前記基礎領域（７０）から延び、前記時計の内部空間（１６）の方向に面した前記第一
の回転対称面領域（６０）が、基本的に前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２９）ま
で円錐状に延び、前記第一の回転対称面領域（６０）と前記シリンダ・ジャケット形状面
領域（２９）との間に、基本的に断面が楔形に形成され、前記リップ（５８）により前記
周囲環境（１８）と区画された回転対称の自由空間（６２）を設けてあり、前記基礎領域
（７０）から延び、前記周囲環境（１８）の方向に面した前記第二の回転対称面領域（６
６）が、基本的に前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２９）まで円錐状に延びている
ことを特徴とする請求項２に記載の安全弁。
【請求項４】
　前記二つの回転対称面領域（６０、６６）が前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２
９）に向かって接近し、基本的に先端が尖ったリップ縁部（６７）内に開いていることを
特徴とする請求項３に記載の安全弁。
【請求項５】
　前記基礎領域（７０）の前記第二の回転対称面領域（６６）が、湾曲部（７２）につな
がっていることを特徴とする請求項４に記載の安全弁。
【請求項６】
　さらに前記別の可動要素（３６）が、ハウジングに固定した前記第１の要素（１２）に
対して、少なくとも一本の軸（１１）の方向に移動可能であることを特徴とする請求項１
ないし５のいずれか一項に記載の安全弁。
【請求項７】
　前記別の可動要素（３６）が、ハウジングに固定された前記第１の要素（１２）によっ
て、少なくとも部分的に取り囲まれていることを特徴とする請求項６に記載の安全弁。
【請求項８】
　前記基礎領域（７０）が前記別の可動要素（３６）内に固定して配設してあり、前記シ
リンダ・ジャケット形状面領域（２９）が、ハウジングに固定された前記第１の要素（１
２）の内側に設けてあることを特徴とする請求項７に記載の安全弁。
【請求項９】
　前記基礎領域（７０）が、ハウジングに固定された前記第１の要素（１２）内に固定し
て配設してあり、前記シリンダ・ジャケット形状面領域（２９）が、前記別の可動要素の
外側に設けてあることを特徴とする請求項７に記載の安全弁。
【請求項１０】
　さらに追加のシール（４４）が、前記リップ・シール（５６）の内部空間側に配設して
あり、さらに前記追加のシールと前記リップ・シール（５６）との間すなわち前記周囲環
境（１８）と前記内部空間（１６）との間に中間空間（６５）を形成したことを特徴とす
る請求項１に記載の安全弁。
【請求項１１】
　さらに前記追加のシール（４４）が、Ｏリングであることを特徴とする請求項１０に記
載の安全弁。
【請求項１２】
　ハウジングに固定された前記第１の要素（１２）をねじ込むことができるカバー（８２
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）を設け、さらに前記追加のシール（４４）を圧縮する目的で前記ピストン（３６）を変
位させることができるようにしたことを特徴とする請求項１に記載の安全弁。
【請求項１３】
　ハウジングに固定された前記第１の要素（１２）が、最初にカバー（８２）にねじ込ん
だ場合にねじ切り部分（９０）が変形できるように、中断箇所（８６）によって残りのね
じ部分（７８）から分離された、ねじ切り部分（９０）を備えていることを特徴とする請
求項１２に記載の安全弁。
【請求項１４】
　さらに前記追加のシール（４４）にあらかじめ張力を与えるスプリング（９６）を設け
たことを特徴とする請求項１ないし１３のいずれかに記載の安全弁。
【請求項１５】
　請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の安全弁を備える時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ハウジングに固定された要素と他の要素との間に配設したシールが周囲環境か
ら時計の内部空間を区画する時計用安全弁に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＨ６８２１９９には、時計に安全弁を取り付けて、一定の条件で発生する周囲環境の圧
力に対して過剰な時計内の圧力を防止することが記載されている。
【０００３】
時計内の過剰圧力は、以下の原因によって生じる。
まず内圧が外圧に等しい状態で作動している時計が、周囲環境の高圧にさらされると、封
止手段を通ってなんらかの物質が時計内部に拡散し、時計内部の圧力の増大、すなわち圧
力の適応が起こる可能性がある。次にこの時計を、比較的短い時間、周囲環境のかなり低
い圧力にさらすと、周囲環境に対して時計内部に存在する過剰圧力により、例えば時計の
ガラスが破壊したり、時計のデリケートな構成要素が破損したりすることもある。
【０００４】
このような圧力変化は、時計が、潜水鐘の場合のように気体環境にあるか、水中に直接置
かれているかに関わりなく、例えば、潜水中に発生することがある。シールを通過して時
計内部に拡散する場合がある物質の中で、原子の大きさが非常に小さいヘリウム元素につ
いて特に触れておく必要がある。時計が、潜水鐘に共通するヘリウム雰囲気にさらされる
と、ヘリウムが時計に侵入するだけでなく、深海の水、すなわち高圧がかかった水からヘ
リウムが遊離する。
【０００５】
上記の明細書ＣＨ６８２１９９に記載された安全弁は、Ｏリング二つと、ねじ込み可能な
弁閉鎖カバーを備えている。カバーを緩めた場合、二つのシールのうちの一方だけが機能
し、カバーをねじ込んだ場合は、前後に配置した二つのＯリングが両方とも良好な封止を
行う。潜水前にカバーをねじ込込み、弁を閉じると、潜水中に周囲環境の圧力が増大して
も、水やゴミの粒子など、原子の大きさが大きい物質の侵入を防止することができる。そ
の後、急激に上昇したときに伴う過剰圧力の発生を急激に減少させるには、上昇する前に
、カバーを緩め、弁を開放してヘリウムを逃がす必要がある。
潜水前にカバーをねじ込まないと、少量の水およびゴミの粒子が時計に侵入し、安全弁の
封止特性が低下する場合もある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、
周囲環境の圧力が過剰になった場合、良好な封止を行い、
周囲環境の圧力が負圧になった場合、急速に圧力を補償するとともに、
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ゴミの粒子が封止領域や時計の内部に侵入するのを防止する安全弁を提供することである
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、シールが、基礎領域と回転対称リップを備えるリップ・シールであり、その基
礎領域が二つの要素の一方の要素に固定して配設され、基礎領域から延びるリップが、二
つの要素の第二の要素のシリンダ・ジャケット形状面領域に接触し、その基礎領域から延
び、周囲環境の方向に面したリップが、シリンダ・ジャケット形状面領域まで円錐状に延
び、予張力がかかった状態で前記領域に接触しており、内部空間の圧力が過剰である場合
に、内部空間と周囲環境との圧力差を調整する目的で表面領域から離脱し、周囲環境の圧
力が過剰である場合に、周囲環境に対して内部空間を封止する目的で表面領域に対してさ
らに強く押圧されることを特徴とする。
【０００８】
本発明による安全弁には、同心配置したスカート形状のリップが、時計の内部空間から周
囲環境の方を向くように方向を定めたリップ・シールが設けてあるため、周囲環境の過剰
圧力が増大すると、リップが、シリンダ・ジャケット形状面領域に対してより強く押圧さ
れ、その結果、良好な封止が行われる。
【０００９】
逆に、時計内の過剰圧力によって、リップは、シリンダ・ジャケット形状面領域から遠ざ
かるように押圧され、圧力を有効に減少させるための通路を形成するように変形するとい
う利点がある。
したがって、リップ・シールは、自動弁のような別の変位要素がなくても作動する。
【００１０】
また、整合状態にあるリップ・シールは、ゴミを退ける働きがあり、ゴミの粒子が封止領
域や時計の内部に侵入するのを防止するという利点がある。このため、封止領域は常に清
浄な状態となり、水が侵入する恐れがかなり少なくなる。例えば、このようにして別に設
けた封止リングも、清浄な状態を保ち、特に水に対する封止品質を持続する。
【００１１】
本発明の安全弁の実施の形態によれば、封止領域とは、シールの接触面、安全弁の接触面
、またはそれと接触する時計の接触面、すなわち、シールの表面領域、および例えばスリ
ーブの内外壁、カバーなどの表面領域であるものと理解されたい。
【００１２】
Ｏリングに関していえば、リップ・シールには、非常に重要な別の利点がある。すなわち
、Ｏリングは、製造上の理由から、円周が最も長い位置に環状のシームを備えている。寸
法が小さいシールについては、時計の場合と同様、このシームは表面に著しい凹凸がある
という特徴があり、このため、封止品質が大幅に低下する。一方、リップ・シールの場合
、封止位置、すなわち、孔の壁部と接触する領域にシームがない。したがって、密閉性が
顕著に向上する。
【００１３】
本発明の好ましい実施の態様によれば、例えば、潜水時に対水ブロックとなるように、リ
ップ・シールの内部空間側に追加のシールが配設される。本発明による安全弁のリップ・
シールは、封止特性が良好であるため、追加の封止を行わなくても十分な結果が得られる
。
【００１４】
本発明の好ましい実施の態様によるこの追加の封止は、周囲環境の過剰圧力によって自動
的に圧縮される。リップ・シールが内部空間の方向に後退することを利用して、リップ・
シールを固定した可動弁ピストンを前記追加のシールに作用させる。一方、内部空間の過
剰圧力によって、弁ピストンは逆方向に駆動され、その結果、追加のシールが解放される
。したがって、リップ・シールには、駆動手段として機能し、周囲環境の過剰圧力および
内部空間の過剰圧力により、Ｏリングなど、追加の封止要素の封止機能を強化して、この
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封止要素を通過位置にするという利点もある。
【００１５】
本発明のさらに別の実施の態様によれば、前記追加のシールを、周囲環境の緊急の過剰圧
力を利用して手によりさらに押圧することができる。安全弁は、ねじ込み可能なカバーを
備えており、このカバーをねじ込むと、弁ピストンが内部空間の方向に変位するとともに
、追加の封止要素が圧縮される。
【００１６】
本発明による安全弁のリップ・シールの封止特性は非常にすぐれているため、潜水時にカ
バーをねじ込んでいなくても、水が侵入しない。
また、外部の過剰圧力やカバーの影響がなくても、追加の封止要素が、あらかじめ圧縮さ
れた状態になるようにスプリングを配設してあるので有利である。
【００１７】
本発明による好ましい態様の形態によれば、中央部分の外側にある、スリーブの外部ねじ
部は、環状溝を備えており、初めてカバーをねじ込んだ場合、前記の溝の働きで初めにね
じ部分が変形するため、カバーを紛失することがない。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
図１に、本発明による安全弁の実施の形態を示す。安全弁１０は、基本的に軸１１に対し
て回転対称であり、連続中空スリーブ１２を備えている。このスリーブは、一部を図示し
た中央部分１４すなわち時計のハウジングにねじ込まれる。時計には、図の下部にある内
部空間１６があり、図の上部の周囲環境１８に対して密閉されている。
【００１９】
スリーブ１２は、軸に対して環状になった支持面２０を有する肩部１９を外側に具備し、
ハウジング１４に対向している。この支持面と、ハウジング１４に設けた対応する環状支
持面２２との間には、金属製シールリング２３が配置してあり、この位置でリングは、内
部空間１６を周囲環境１８に対して封止している。
【００２０】
例えば、組み立てキーによってスリーブ１２、すなわち安全弁１０を中央部分にねじ込む
ために、スリーブ１２は、軸１１に対して外側に向いたフランジ２４を備え、このフラン
ジには歯２５が付いている。フランジ２４の、ハウジング１４に対向する側には、環状衝
合面２６が設けてあり、この衝合面は、スリーブ１２、すなわち安全弁１０のねじ込み位
置で、中央部分１４のやはり環状衝合面２７を強く圧迫する。この場合、シールリング２
３が圧縮される。
【００２１】
スリーブ１２は、内側に直径の異なる孔を備えている。スリーブ１２の、周囲環境１８に
近接した側には、シリンダ・ジャケット形状の壁部２９を伴う孔２８が、内側に向かうフ
ランジ３０まで通じている。このフランジは、孔３２によって内部境界を定めた環状接触
面３１を備えている。内部空間１６に面した、スリーブ１２のもう一方の側にも、やはり
内側に向かうフランジ３０まで延びる参照番号３４の孔が同様に設けてあり、フランジ３
０のこちら側にも、孔３２が境界を定める環状支持面３５が設けてある。
【００２２】
スリーブ１２には、それに対して軸方向に移動可能なように構成されたシリンダ３６が配
設してあり、このシリンダは、孔３２および３４の領域で、円柱状シャンク３８を備えて
いる。このシリンダが別の要素を構成するものである。このシャンクは、孔２８の領域内
まで突出し、ここでハウジングおよび軸１１から離れる方向にほぼ孔２８の壁部２９に達
するまで円錐状に広がり、円錐台の外殻形状をした接触面３９を形成している。すなわち
、円錐台の周囲は、周囲環境１８に向かって広がるように、すなわち径が長くなるように
方向を定めてあり、軸１１と円錐台周囲との間の角４０は、例えば６０°になっている。
【００２３】
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二つの接触面３１、３９、フランジ３０の領域に位置する孔２８の一部４１、孔２８の内
部まで延びるシャンク３８の一部４２の間には、Ｏリング４４を受ける同心空間４３が設
けてある。
【００２４】
ハウジング１４からさらに遠ざかる方向には、軸１１に対する接触面３９の外側に、環状
接触面４８によって閉鎖されたシリンダ・ジャケット形状の短い領域４６が続いている。
この接触面４８に続いて、シリンダ・ジャケット形状の比較的短い領域５０がさらに接触
面５２までつながっている。この接触面５２は、半径方向外側に延び、やはり環状形状を
している。
【００２５】
二つの接触面４８および５２とシリンダ・ジャケット形状領域５０によって画定される環
状自由空間５４は、弾性のある回転対称リップ５８を備えたリップ・シール５６を収容す
る。リップ５８は、ハウジング１４および軸１１から遠ざかる方向に孔２８の壁部２９ま
で円錐状に広がり、壁部２９で予張力に耐えている。リップ・シール５６は、パッキンと
見なしてもよい。
【００２６】
この回転対称リップ５８、すなわちスカートは、ハウジング１４から遠ざかる方向の外部
寸法が基本的には連続的に増大し、表面が円錐台の形状になるように、軸１１に対する方
向を定めて形成してある。第一の表面領域６０と称するこの表面と壁部２９との間には、
基本的に断面が楔形で、例えば１０°の鋭角６４を備えた回転対称自由空間６２が画定さ
れている。
【００２７】
図１の下部に示した内部空間１６は、Ｏリング４４まで延びている。Ｏリング４４、リッ
プ５８、スリーブ１２、およびカバー８２の間には、中間領域６５が設けてある。リップ
・シール５６の働きを考えるとき、この中間空間６５は、時計の内部空間１６と考えても
良い。
【００２８】
第一の表面領域６０に加えて、リップ・シール５６は、やはり孔２８に円錐状に近づきハ
ウジング１４から離れる第二の回転対称表面領域６６を備えている。したがって、両方の
表面領域６０および６６は、同じ方向、すなわちハウジング１４から遠ざかる方向を向い
ている。第二の表面領域６６と壁部２９との間の角６８は９０°よりも小さく、例えば、
４５°になっている。したがって、リップ５８は、例えば角度３５°の環状楔形になって
おり、壁部２９をともなう接触領域に、先端が尖ったような縁部領域６７を備えている。
【００２９】
さらにリップ・シール５６は、基礎領域７０を備え、この領域は、予張力がかかった状態
で、対向する接触面４８および５２の間に配設されるとともに、シリンダ・ジャケット形
状領域５０上に固定されている。
【００３０】
接触面５２から延びる円弧状移行領域７２は、まず内部空間１６の方向に進み、軸１１か
らの距離が増大するとともに、周囲環境１８の方向に曲線を描き、最終的には第二の回転
対称面領域６６と一体となる。
【００３１】
周囲環境１８の方向に表面領域５２を過ぎたところで、ピストン３６は、円錐テーパ付き
ヘッド７４で閉じられている。この円錐テーパ付きヘッドは、外側に向かって突起し、衝
合面を形成する端面７６を備えている。ヘッド７４は、その上をリップ・シール５６が容
易に滑るように円錐状に形成されている。
【００３２】
スリーブ１２は、外側に短い内部ねじ部８０を設けたねじ込み可能保護カバー８２を収容
する断続外部ねじ部、参照番号７８を備えている。図１に示した外部ねじ部７８は、中央
部分１４、すなわち歯２５の上側に配設されている。メートル・ファインねじの場合がそ
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うである。
【００３３】
外部ねじ部７８は、第一の環状溝形状の中断箇所８４を備え、この箇所は、内部ねじ部８
０よりも幾分大きくなっている。周囲環境１８に向かう方向には、外部ねじ部７８に第二
の環状溝形状の中断箇所８６が設けてあり、その長さ８８は、例えば、外部ねじ部７８の
ピッチ高さの半分になっている。
【００３４】
図１の軸１１の右側には、ねじ込まれていない位置にある保護カバー８２が示してあり、
この位置では、内部ねじ部８０が第一の中断箇所８４の内部にある。すなわち、内部ねじ
部８０は、スリーブ１２の外部ねじ部７８とかみ合っていない。
【００３５】
外部ねじ部７８のねじ切り部分９０は、第二の中断箇所８６の上部にあり、周囲環境１８
に向かい合った、スリーブ１２の端部からねじのピッチの約半分だけ先まで延びている。
そのため、スリーブ１２は、端部に凸部９２を備え、この凸部は、軸１１に対して同心状
に突起し、ねじ切り部分９０の延長コアに対応している。凸部９２の高さも、同じくねじ
のピッチのほぼ半分に相当してもよい。
【００３６】
軸１１の左には、ねじ込み位置、すなわち下降位置における保護カバー８２が示してあり
、ねじ切り部分９０は、保護カバー８２を下降させて第二の中断箇所８６に押し込んだ状
態で図示してあり、第二の中断箇所８６の自由空間９４は、わずかに残るのみである。
【００３７】
フランジ３０のもう一方の側は、内部空間１６に面しており、この側には、シャンク３８
の周囲環境に配設した圧縮螺旋スプリング９６が、その一端９８を接触面３５に接触した
状態で予張力を加えている。圧縮螺旋スプリングのもう一方の端部１００は、内部空間１
６に面した、スリーブ１２の端部にまで達している。端部１００は、スラスト・カラー１
０２に接触し、このカラーの一部は、シャンク３８の環状溝１０６に配設したクリップ・
リング１０４に接触している。必要な圧力に合わせて、強度が対応する螺旋スプリング９
６を設けてある。
【００３８】
時計を初めてユーザに出荷する前に、軸１１の左側に示したスリーブ１２にカバー８２を
完全にねじ止めすると、このカバーは、凸部９２を押圧し、ねじ切り部分９０を第二の中
断箇所８６の自由空間９４の方へ移動させる。すなわち、ねじ切り部分を自由空間に押し
込む。ねじ切り部分９０をこのように変形させることによって、ユーザは、確実にカバー
をねじ込んだり、緩めたりできるが、このカバーを外すことはできず、紛失することはな
い。カバーをこの位置にすると、時計内部１６の余分な圧力が、短時間で調整される。
【００３９】
軸１１の左側に示した圧縮螺旋スプリング９６の圧縮効果に加えて、潜水前に、カバー８
２を下げて、ねじ付嵌合部により第一のゴミバリアを形成するか、ピストン３６を内部空
間１６に向かう方向に移動してＯリング４４を圧縮することができる。
【００４０】
周囲環境の圧力が時計の内圧を上回ると、リップ５４が、孔２８の壁部に対して押圧され
、ピストン３６は、内部空間１６の方向に移動し、このためＯリング４４はピストン３６
の円錐接触面３９によって押圧され、四箇所の接触領域３１、３９、４１、および４２に
固定される。この効果は、シリンダ３６のヘッド７４が円錐状になっているためさらに高
まる。外部の過剰圧力により、リップ５８がさらに強力に閉じ、Ｏリングがより強力に圧
縮されるので、本発明による弁１０の封止効果は二倍になる。ただし、リップ・シール５
６の効果だけで、例えば潜水時の要件を満たすには十分であることを明らかにしておく。
上に述べたように、上記の方向づけられたアセンブリを備えたリップ・シール５６は、例
えば、先端が尖った形で突出しているスカート状リップ５８の支持圧力が、周囲環境の過
剰圧力とともに増大するという利点がある。
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【００４１】
時計内の圧力が過剰な場合、リップ５８が変形し、軸１１に向かって孔の壁部２９から遠
ざかるように縮んで、時計の内部空間１６から急速に圧力が開放される。
【００４２】
リップ・シール５６が周囲環境１８に最も近接している構成要素であり、ゴミを除去する
働きをするので、ゴミの粒子は、内部空間１６の方向にそれ以上侵入することができない
。
【００４３】
図１に示した角６４および６８は、必ずしも選択した１０°、４５°の大きさになってい
る必要はない。楔形自由空間６２の角６４は、内部の過剰圧力によるリップ・シールの開
放挙動を左右するので、一般に９０°より小さくなっている必要がある。一方、角６８は
、外部の過剰圧力によるリップ・シールの閉鎖、封止挙動を左右するので、同じく一般に
９０°より小さくなっている必要がある。したがって、リップ自体の角度は０°から９０
°の間になり、この場合、リップの形状は、図１の形状に対応している必要はないことを
述べておかなければならない。例えば、二つの面６４、６８が、先端が鋭い縁部領域６７
内に開いているのではなく、互いに平行になっている場合もある。縁部領域６７も、先端
が尖っている必要はなく、リップ・シールの要件次第で比較的厚くなっていてもよい。た
だし、特に縁部領域６７の先端が尖った状態になっている場合、ゴミを退ける働きが良好
になる。図１によれば、リップ５８は、基本的に、その縁部領域６７に限りスリーブの面
２９に接触している。当然ながら、リップ５８と面２９との接触面は、かなり広く、シリ
ンダ・ジャケット形状をしていてもよい。
【００４４】
図１によると、リップ・シール５６は、シリンダ３６上に固定されている。ただし、リッ
プは円錐状に軸まで延び、外側からピストンに接触するが、一般に、リップ・シールの基
礎領域を、スリーブ１２内に設けた溝に固定することも可能である。これについては、図
１から、リップ・シール５６の断面を垂直軸に写す必要があろう。
【００４５】
また、リップ・シールをスリーブの外側、例えば、スリーブとカバーとの間に設けること
も可能であり、この場合、リップは時計の方向に向く。したがって、これについては、図
１から先に進むと、リップ・シール５６の断面を水平軸に写す必要があろう。また、リッ
プ・シールをスリーブ内またはカバー内に固定してもよいが、どの場合でもリップは、も
う一方の構成要素に接触する。
【００４６】
外部の圧力が、時計内の圧力よりも高くなると、リップが閉じ、内部に過剰圧力が存在す
るとリップが開くことがきわめて重要である。
【００４７】
ゴミを阻む働きをするリップ・シールを、図１に示すように安全弁内のできるだけ外側に
設けることが一般に有利である。すなわち、できれば、安全弁の構成要素すべてが、必ず
しも周囲環境に露出しないように、周囲環境と内部空間の移行部分を構成するのが有利で
ある。この意味で、中間領域６５は、リップ・シール５６によって周囲環境から遮断され
ているので、すでに周囲環境には属していない。この実施の形態の場合、ゴミの粒子は、
Ｏリング、ねじ部など、様々な構成要素に初めから付着することがない。
【００４８】
また、例えばカバーが、ねじ切り部分９０に軸方向に作用する環状突起を備えている場合
、当然ながら図１の凸部９２は設ける必要がないことを述べておかなければならない。
【００４９】
一般に、本発明による作動手段の様々な位置にリップ・シールを配設することができるが
、その方向がきわめて重要である。これまでにも何度か述べたように、弾性リップの方向
は、外部の圧力が時計内部の圧力よりも高くなった場合にリップが閉じ、内部に過剰圧力
が存在する場合に開くように定める必要がある。そのためには、一般に、リップがごくわ
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ずか変形するだけで十分である。
【００５０】
当然ながら、リップ・シールの効果についていえば、複数のリップ・シールを前後に設け
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による安全弁の実施の形態の軸方向断面図である。
【符号の説明】
１１　軸
１２　スリーブ
１４　ハウジング
１６　内部空間
１８　周囲環境
１９　肩部
２０　支持面
２３　シールリング
２８　孔
３０　フランジ

【図１】
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